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１．商社の事業説明 

私は、商社に勤務しており、入社して約半年が経ちます。 

商社が扱う商材は多岐に渡りますが、主なビジネスモデルとしてはトレードと投資が挙げら

れます。海外の拠点やグループ会社の数も多く、世界中をフィールドとしてビジネスを展開し

ています。 

商社と聞くと、まず営業部門をイメージするかとは思いますが、実際会社に入って目のあた

りにするのは、規模の大きな取引を扱う仕事なので、財務やリスク管理、法務等の職能部門と

連携しながら、案件を進めているということです。 

 

２．研修 

入社してから約１ヶ月は、新入社員研修の期間でした。 

＜講義内容＞ 

・礼儀、マナー、社会人としての心がけ 

・組織の説明、各部署の仕事の説明 

・会社の理念と歴史 

・規則、制度について         など 

その他、岩手県へのボランティア、税関見学にも行きました。 

 

３．配属部署の仕事 

約1ヶ月の研修ののち、私は広報部に配属されました。 

最初の1年間は、指導員の先輩が付いてくださり、OJTを通じて、実際に仕事を進めながら仕

事のやり方を教わっていきます。指導員・課長とは1ヶ月に1度の育成面談もあり、また、「失

敗しながら社会人としての基礎を身につけなさい」と言ってくださる上司のもとで安心して仕

事をすることができています。 

私の所属する課は、当社の広告・ホームページの作成・管理、社内報の作成等、社内外への

PR活動を行っています。私は社内報の制作に関わらせて頂いていて、担当する企画が役職員の

モチベーションにつながるような企画や、他部署・海外拠点への理解のきっかけとなるような

企画となるよう心がけています。取材や原稿依頼等を通して、海外拠点の現地スタッフの方や

色々な部署の方と接点を持つ機会があり、会社全体の組織や人についての理解が求められる、



やりがいのある仕事だと感じています。課は違いますが、同じ部署内に私のゼミでの研究テー

マであったCSRを担当している課があり、各規格への対応、セミナーの開催を始め、実際に企

業でCSRへどう対応しているのかを見ることができています。 

 

３．社会人になっての感想・ゼミ生に一言 

今、仕事でもプライベートでもいろいろなことに挑戦することができていて、楽しく過ごせ

ています。大学時代よりも、色々な経験を持つ様々な年代の方と話せる機会が多くなり、これ

からどういったキャリアを積んでいきたいのかを考えるようになりました。 

入社するまでは、1年目の仕事は先輩に言われた仕事をやるこというイメージしか持っていな

かったのですが、実際には、自分のできる範囲でどんどん仕事を任せてもらえており、自分の

成長次第で担当している業務がもっと良くなると思うと頑張れます。 

昨年は夏まで就職活動をしており、他のゼミ生が次々と内定をもらう中焦っていましたし、

就職活動で苦戦したことで、どこか自分に自信をなくしてしまっていたので、みなさんは今か

ら焦って就職活動にとらわれすぎず、心配しすぎず、自分らしく勉強ややりたいことを思い切

りやり抜いてください。 

 


